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Azthreonam(SQ26,776)の 泌尿器科領域 におけ る臨床的検討
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Azthreonalnを 複雑性尿路感染症17例,急 性単純性腎盂腎炎2例,前 立腺炎5例 に使用 した。

1回1～29を1日2回,連 続3～7日 間,点 滴 静注に よ り投 与 した。

複雑性尿路感染症 でUTI薬 効評価基準 に より,評 価可能 であった9例 の総合臨床効果は,著 効

5例,有 効3例,無 効1例 で,有 効 率8&9%で あ った。 細菌学 的効果 は,投 与前 の検 出菌10株

はすべて除菌 され,投 与後 出現菌 は1株 であ った。

急性単純性腎盂腎炎 の,急 性単純性 腎盂 腎炎 における薬効評価基準(案)に よる総 合臨床効果は,

著効1例,有 効1例 であった。

前立腺炎症例 は主 治医判定 にて著効2例,有 効1例,無 効1例,不 明1例 であ った。

副作用は全症 例の うち,1例 に下痢 を認めたが,対 症療法にて軽快 した。 血 液生化学的異常は認

めなかった。

Azthreonam(SQ26,776)は 米国 ス クイ ブ社で開発

された全化学合成のmonobactam系 の抗生物質 である。

本剤はP.aeruginosaを 含む グラム陰性桿菌 お よ び球

菌に対 して強い抗菌力を もつ といわれ てい る1)。

われわれ は,尿 路感染症お よび前立腺炎症例 に対 して

本剤を投与 し,そ の臨床効果 および副作用を検討 したの

で報告する。

1.対 象お よび方法

1.対 象

対象は,複 雑性尿路感染症17例(腎 孟腎炎5例,膀

胱炎12例),急 性単純性腎盂腎炎2例 お よび前立腺炎5

例の計24例 であ った。尿路感染症例は男子11例,女

子8例 であ り,年 齢は21～88歳 で,平 均62.4歳 であ

った。前立腺炎症例 の年齢は19～60歳,平 均36歳 で

あった。複雑性尿路感染症の基礎疾患は,前 立腺肥大症

5例,神 経因性膀 胱4例,経 尿道的膀胱頸部切除術後2

例,経 尿道的前立腺切除術後1例,経 尿道的膀胱頸部 お

よび前立腺切除術後1例,経 尿道的膀胱腫瘍切除術後1

例,前 立腺肥大症 と前立腺癌 の合併1例,前 立腺肥大症

と膀胱腫瘍 の合併1例,左 腎結石1例 であ った(Table

1)。前立腺炎症例は1例 に前立腺肥大症 を認めたが,他

は基礎疾患を有 しなか った(Table2)。

2.投 与方法

投与方法はすべて点滴静注 と し,1.0gを1日2回 で

3日 間を7例 に,4日 間を1例 に,5日 間を10例 に,

7日 間を1例 に使用 し,2.0gを1日2回 で5日 間 を5

例に使用 した。

3.効 果判定

尿路感染症 の判定はUTI薬 効評価基準2,3)に準 じて投

薬終了後に行な った。

前立腺炎症例 については,投 与前後の 自覚症状,前 立

腺 マ ッサ ージ後 の前立腺液検査 の結果を指標 とし判定 し

た。 自覚症状は++,+,-の3段 階に分類 し,前 立腺液

検査は前立腺液中 の1視 野 におけ る白血球数を升,+,

±,-の4段 階に分類 す る と同時に細菌培養を行な っ

た。以上,自 覚症状,前 立腺液中の 白血球数,細 菌培養

の結果の3項 目に よ り総合臨床効果を著効(excellent),

有効(moderate),無 効(poor)の3段 階に判定 した。

II.成 績

1.臨 床効果

複雑性 尿路感染症17例 の うちUTI薬 効評価基準に

より評価可能 であった9例 の総合臨床効果は,著 効5

例,有 効3例,無 効1例 で有効率88.9%で あ った。

UTI薬 効評価基準 に よる疾患病態群別 に み る と,そ の

有効率は第1群50%(1/2),第3群100%(3/3),第4

群100%(3/3)で あ り,単 独感染例で87.5%,複 合感

染 の第6群 は100%(1/1)で あった。

投与量別 にみ る と1日2g,5日 間投与群の有効率は
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100%(6/6),1日4g,5日 間投与群 は66.7%(2/3)

であった。

細菌学的効果をみる と,投 与前に尿中 より分離された

S.marcescens2株,S.faecalis 2株 など分離菌10株

はすぺ て消失 した。 投与後出現菌 としてEcloacae1

株が認め られた。

なお,主 治医判定に よる臨床効果は,著 効7例,有 効

5例,無 効4例,不 明1例 で,有 効率は75%で あ った。

急性単純性腎孟腎炎 の2例 は有効お よび著効であ った

(Table1)。

前立腺炎5例 では 自覚症状 の消失 した もの4例,前 立

腺 マ ッサ ージ後の前立腺液 の白血球数の減少 した もの4

例,前 立腺液培養に よ り投与前 の出現菌が消失 したもの

3例 であった。主治医に よる総合臨床効果は著効2例,

有効1例,無 効1例,不 明1例 であ った(Table2)。

2,副 作用

副作用は24例 すべてにつ いて検討 した。 自覚的には

1例 に投与4日 目に本剤に よる と思われる下痢を認めた

が,対 症療 法にて軽快 し投与は継続 した。投与終了後1

日で下痢 は消失 した。 本剤 の投与前後 の臨床検査値 を

Table 3に 示 した。本剤に よる と思われる臨床検査値の

異常は認 めなか った。

III.考 按

新 しく開発 さ れ たmonobactam系 抗生物質 で ある

Azthreonamは グ ラ ム陰性菌 に強い抗菌活性を有す る

が,グ ラム陽性菌には弱い といわれている4,5)。

今 回,我 々は複雑性 尿路感染症にAzthreonamを 投

与 し,総 合有効率88.9%で あった。症例が少なく,一

概 に比較 できないが,近 年開発 されたセフェム系抗生物

質の総合有効率Cefotaxime(CTX)の58%6),Ceftizo-

xime(CZX)の74%7),Cefoperazone(CPZ)の56%8)

と比べ最 も良好であ った。

起 炎菌10株 はすべて消失 し,Enterobacter cloacae

の1株 が投与後出現菌 で あ った。S.epidermidis,S.

faecalisの グラム陽性菌 が消失 した こ とは 注目に値す

る。

男子性器感染症の薬効評価 についてはいまだ確立され

た基準はない。今回,我 々は自覚症状 と前立腺マ ヅサー

ジ液の所見 より,前 立腺炎 の効果判定を行なった。これ

に よる前立腺炎症例5例 の うち3例 に効果があ り,ほ ぼ

満足 すぺ き結果で あった と考 える。

副 作用 につ いては1例 に下痢 を認め,本 剤 と関係があ

る と思われたが,対 症療法にて軽快 している。血液生化

学的異常 は全 く認めなか った。

以上 より少数症例の検討であるが,本 剤は安全で尿路

性器感染症 に有用な薬剤 と考 え られた。
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CLINICAL EXPERIENCE WITH AZTHREONAM IN

GENITO-URINARY TRACT INFECTIONS
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Azthreonam (SQ 26, 776), a new synthetic monobactam was administered to 17 patients with chronic
complicated urinary tract infections, 2 patients with acute pyelonephritis and 5 patients with prosta-
titis.

Clinical evaluations were made in 9 patients with chronic complicated urinary tract infections
according to UTI criteria, as excellent in 5 patients, good in 3 patients and poor in 1 patient.

Clinical evaluations in 2 patients with acute pyelonephritis were excellent in 1 patient and
moderate in 1 patient.

Concerning side effect, diarrhea was observed in 1 patient. Laboratory abnormalities were not
observed.


